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ごあいさつ

立正大学博物館の貴重な収蔵資料として
″
撫石庵コレクション

″
があります。これは、

員鍋孝志氏 (元日本古鐘研究会会長)が 長年にわたり蒐集されてきたものを、立正大学

に寄贈された世界各国の梵鐘を中心としたコレクションです。これまで、『撫石庵コレク

ション』(立正大学学園 平成 12年)『撫石庵コレクションⅡ』(立正大学学園 平成 13年)

としてその内容報告をしてきましたが、それ以降新たに寄贈された資料があります。

梵鐘コレクションの寄贈は、仏教大学としての立正大学にこそふさわしいものであり、

大学博物館として誇るべき資料となつております。「一打聴鐘 当願衆生 脱三界苦 頓

証菩提」長く日本人は、心を清める鐘声に救われてきたところであります。

今回の企画展では、その新資料を公開するとともに、日本の梵鐘の歴史を、その製作

や鋳物師などについて、特に中 。近世における関東地方について見ていきたいと思いま

す。

平成 20年 6月

館長 池上 悟

ごあいきつ

1撫 石庵コレクション

2梵 鐘

3梵 鐘の制作

4中 世の鋳物師

5近 世の鋳物師

次

凡例

1 木図録は、平成20(2008)年 6月 2日 (月)～ 7月 5日 (■)に かけて開催する第5回 企画展 「梵

鐘―撫石庵コレクションを中心に一」の展示図録として作成した。

2 本国録の編集 ・作成は、館長池上倍の指示により内口勇樹 (博物館学芸員)が 行った。

3 展示資料 ・写真については以下の機関 個人に協力を得た。

喜多院 (埼玉県川越市)・養寿院 (埼玉県川越市)・聖天院 (埼玉県日高市)(財 〉埼玉県理蔵文化

財調査事業団 ・埼玉県立さきたま史跡の博物館 ・赤熊浩一氏 ・和泉屋明江氏

4 企画展開催にあたって、特に参考にした文献は巻末に一覧として掲載した。



1.撫落 ぶ コ レク シ ョン

撫石庵コレクションは、員鍋孝志氏 (元日本古

鉦研究会会長)が 長年蒐集されてきた梵範を中心

とするコレクションです。

無 石庵・とは、良鍋氏が名付けられたもので、

「石」は鑓の別1称でもある 「青石」からとったも

ので、「鋼をこよなく愛する庵の主人Jと いう意

味が込められています。

撫石庵コレクションは、これまで 『撫石庵コレ

クションJ、『撫石庵コレクションロJと して報告

してきました。日本の梵鉦を始め 中国 朝鮮

タイ ・ベ トナム ・ミャンマーなどの世界各国の鐘

があります。また、鐘以外では、鉦鼓 ・銅鼓 ・小

金銅仏など梵音具を中,いとしたコレクションに

なっています。

これらのコレクションは、平成 12年 ・13年

に立正大学学回に寄llされました。平成 14年 に

立正大学博物館が開館するとともに博物館に移管

され、主要な資料として展示しています。

今回の企画展では、報告した資料以降に新たに

寄贈された資■lを紹介します。

真鍋隆志氏は、昭和 5(1930)年 1月 24日 、

愛媛県宇摩|“関川町 (現四国中央市土居町)で 生

誕しました。

昭和 38年 (株)ビ ジネス教育出版社を創業し、

昭和 51年 には青燈書房を設立し、ビジネスマン、

とくに銀行員の能力開発、教育センター作りに挺

身されました。

真鍋氏は、若いころより何度も手術をされ、1召

和 29年 の暮れ、長期入院の 7回 日の手Fll後、N

HKの 「ゆく年くる年Jか ら、除夜の地の音を聞

き、郷里の鐘の音をもう一度聞きたい、本物の鐘

を抽いてから死にたいと思われ、その後退院され

たのち、仕事の合間をみながら鐘と文学の研究を

されました。そして (株)ビ ジネス教育出版社

が軌道に乗り出すと、休暇や出張を利用しながら

全国各地の梵鐘を巡り歩きました。

また、梵鐘研究の第一人者である坪丼良平氏に

私淑し、その後終世の師とされるようになりまし

た。そして、坪丼氏の蒐集された梵鐘の実測図と

拓本などを収めた 『梵範賞測回集成』(奈良国立

文化財研究所編)を 企画 ・編集され刊行されまし

た。この他にも坪ナIII.の著作を多く出版し、l■井

氏の梵鐘研究を世に広め梵鑑研究の一役を担う仕

事をされました。

ｉ
ｒ

坪丼良平氏 彙鍋孝志氏
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撫石庵コレクション新収蔵品

1半 鐘

大きさ :高さ52 6cm/口 径 30 8cm/口唇部厚 3 0cm

年 代 :寛延元年頃
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銘文拓本



2半 鐘

大きさ :高さ56 4cm/口 径 33 0cm/日 唇部厚さ2 2om

年 代 :不明

3ベ トナム鐘

大きさ :高さ48 3om/口径 27 1cm/口唇部厚さ 1 2cm

年 代 :不明

―  
・

―

J::::::]||
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現在、日本に現存する鐘で最古のものといわれ

る鉦は 紀年銘をもつものとして、妙,き寺鑓 (698

年)が あります。

日本において梵鈍は中世に入ると数多く製作さ

れ 江戸1+代になると鋳物師の統Itrも行われ飛17:

的に製作数が増えます。しかし、その大半が太Hι

汗戦争の金属回収令によって21f潰され、その多く

力,肖失しました。

梵鉦とは、寺院で1寺を知らせたり、薇式の合図

のために使われるものです。材質は青銅製 (銅と

錫をあわせたもの)で 、11には鉄 銀製のものも

みられます。その起源は、中国に求められます。

梵錨と呼ばれるものは、1尺 8 Jヽ(約 55cm)

以上のもの、または日径 2尺 3 4J(約 70～

73cm)以 上、100貫 (約375k8)以 Lの飾のこ

とを言います。それ以外の 1尺 7 Jヽ(約 52cm)

以 ドの範を 「半鈍J、さらに高さ 2尺 5■ (約

76cm)の 鐘は 喚 範Jと 区
"lさ

れます。

梵鈍の紹杉)は、「鐘身」と朧 頭Jに人別されます。

「飾身Jには、■から「笠形J「肩J「上帯」「乎LのFn3J「池

の「lJ口 |"抒J「草の問J「下帯」「駒の爪Jに 区分

されます。それぞれを区分する線は 「組」と呼ば

れ、その文様を 喫 裟欅Jと :呼びます。

「龍頭Jは lL式には 喘 ■Jと 呼び、2511の龍

を背11合わせに付けたもので、中央部には火焔で

包まれた宝珠を配するものが一般的です。範を吊

リドげるためのものです。

L‖
'や

下‖夕には文様が装飾され 時代がtrlしく

なると 「車のF・IJに も支様が施されます。

学tの間には、呼LJが 施されます。池のF●0には、

銘文が亥1まれ鐘の日]来や寄進者、PJj物飼iなどの名

が見られます。この銘文中に鈍の興称がみられ「洪

飾 が[錨・青石 鯨鐘 41鐘 ・鴻鐘 撞鐘Jな ど

があります。

龍頭
(蒲牢)

肩

下帯
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11成 18年 11サ117日  兵釧イ よ氏 (元 本

口,飾研究会会長)よ り、伝村陳

"‖

LL飾 のll」元市l

を新たに寄贈してrllきました。

伝11原 市1日_L飾 は、 過存 11461cm ll径

30 2cnlを測る奈責‖寺代から平安1,代前

"ltllに

製

作されたとHl定される青飾1製のlt鋼です。,こ々 族

沢 夫氏 (平成 15年 逝去。71人 に寺 ‖際仏教人

学名誉教授)が 古物商から人千されたもので そ

の後兵鍋氏が議り受け、立正大学は,物館に寄1絆

してlllいたものです。生11、旅沢氏が 「大和で11

にしたものは大和で展●ヽしたいJと 話されていた

ことから 熊沢氏の 3回 忌に‖1に合うように約 1

年がかりで復′こ針が完成しました。 つは元興 ケ

(茶良県)に  一つは人鐘十占飾博物館 (中1に人

民共泊1‖)、一つは千光寺 (広It,,t)そ して ,1:

大学卜,物館に寄贈されました。

今回、1撫イi施コレクション考占資llXttu(、 ァ

11大学γ11平成 13(2001)|:2,1)に 掲1まさ

オ■ている街元実測区を,`:に 茨城県の鋳ll師JI I

部氏にllklliしll●′[しました。、11:大学博物館に寄

1"して,tいた復′[飾は、鋳11した状態のままです。

ここでは、その製作jl riを,とていきたいと

'こ

tい

ます。梵雛は 鋳物師と呼ばれる鋳 に集 ‖によっ

て作られます。

梵飾は、外型と中 rと呼ばれる型を作りその11

に溶かしたri.l」を流し込んで先成させます。

1■ま共 :で作られ、外型はltllxを,1転させて摯

,杉されます。外型は分,刊され鋳込みのときに繋ぎ

合わせます。

外11と中 rを 合わせた後、lri角″llで溶かされた

,獅1(鋼|と錫 その他金属の合企)を 11に,流し込

みます。

冷力した後 外型と中 rを外じ 湯|口こ残つた

張りをt」つllkり購き Lげて,ヒ成します.

※梵飾11作の'デ
'(ま

 41■部鋳造林. 会ヽ

`|に

て 平lk]8年 |
1秋 学卜動 館 折世 伝‖

"'1111鋼

 をイ|′[する||にh,7夕した
ものです

鋳型●

鋒型(2
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外型 (籠頭部分)

外型 (In座部分)

外型 (乳の間～池の間部分)

外型 (と)と い子 (右,

外型と中子を合わせる

灌撃炉から漕かした

'銅

を トリベ

に移す
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中子を外す 外型を外す

外型 中子を外 した所 瀑口のllりを取つた所 完咸した復元饉

0 えの亥1み方

"梵鐘に刻まれている銘文は、鶴刻されるものと陽鋳されるものがあります。ほとんどの梵鐘が鋳込

み終わった後に、盤で鍋亥1されますが、陽鋳されるものは外型を作る際に彫り込まれます。

また、千葉県浄土寺鐘など

に見られるように、追刻され

る例も見られます。

これは、元々あった梵地

の銘文を貞和 5(1349)イ 「

に藤原末政が、現在の浄十

寺鑓を鋳造 した際に鉗刻 し

たものです。そして、慶長 7

(1602)年 に本来無銘であっ

た第 3・4区 に、迫夕1で現在

の浄十寺に移された出来が

記されています。

=饉に:=され
ていた銘文

2区

4区

追列された銘文

浄上寺鮭の銘文
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武蔵北部の埼玉県坂戸市に所在する金丼遺跡

は、中世の鋳造遺構が多数確認されている遺跡で

す。高麗川が越辺川に合流する地点の南ll、毛日

台地のJヒ束先端に位置する遺跡です。

平成元～ 2年 にかけて (1オ)埼玉県埋蔵文化財

調査事業団の発揃調査により、小金91仏を始めと

する仏具製品や鍋や、摯先などの製「の鋳型のほ

か、梵鋼の鋳型が出十しています。

この梵鐘鋳JJの特徴の一つとして批座がありま

す。形状は複弁八葉j‐E華 文で、中房に 1+8の

並子を配し、中房の輪郭は単純な円形ではなく中

心方向に|」り込みの有る八イと形でこの特徴は、鎌

rlIキ代にオH模国を中心として活IrFした物部鋳物師

の作■に見ることができます。

この他にも金丼選跡 B区 からは 物部鋳物mi

の作風に関連するものが多く|‖上しており、金井

遺34:はlll部鋳物

“

,の武蔵における本拠ILの可能性

が考えられています。

‐A●
‐ trp

第 5群 第 1号鋳込み跡 第 1～ 3号 鋳造土壊出土

中世の梵鮭鋳型―埼玉県坂戸市全丼遺跡 B区 出土
((財)埼玉県埋蔵文

`し
財調査事業団提供)

第 10群第 7号 鋳造土壊出土
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観 鐘鋳造構を,

古代から梵鐘の鋳造が行われ、金井遺跡など全

国各地で梵鋼鋳造遺構が発見されています。

梵鐘鋳造の方法は、地面に穴を掘りくばめ、そ

こに鋳型を作成するか、または、穴を捌らずにそ

のまま鋳11を作成し、溶かした青鋼を流し込むよ

うにします。梵鐘の鋳造遺構は全国で52例 ll.認

されています。

ガ
ス
抜
き

上
り

綺
ロ

(吾取正茂=『 鋳氏の春取』
(日本経,新 聞ll 昭和 62年 11月 )よ リー部改棄に■ )萩城県敬冑財団文化財口姜報告第 200■ 『島 名 館 の 山 遺 跡 』

((財 )茨 城県敏曹財団 平成 19年 3月 )よ りに■ )

梵鐘鋳造構造

梵饉鋳造遺構出土遺跡一覧表 =IIna ll財口 tII口i ll●
"2∞

■ 『島名mの 山遇Ill

“",表
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',●
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'―“

0■
"t,
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締

'
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“
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■■■西●市口

"●
t●●″
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J0

"●
Ψ

l1/■■躊 橿
勁

各●●製

●口●中央区lt4 触

“

■■■

■齊颯澪,“

"瑣

旬 鮨 ●蟄 え■●董=嗜

●●●2 ●●●●■●

|`●に薇菫ヽ
,4‐

`′
II●●′●l, 鯛 II製

`島
,■

“

|'世●前半
"卸

1■■●●清,"大幸
き,■ 趙 I12 u● 燿=“

=丼■,`区 ●

“

■■
"

日■■つくば●●名 ●

“

り ■ロ
● ●●工

"

,,t●●

“

彙

'邊
“

,a旬 1●2 t● ●

=`n,■ , ● ●2 ● ●■■■

1沢 山燿時
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4.ヤ世の鋳物夕市

鋳柳 |とは 鉄や鋼の■lf造を|‖ЧとするII l人の

ことをいいます.lt鈍 は奈■11ぺから作られてい

ますが、几せrrする余良‖|| のヽものは 1611 その

うち銘文があるものは(1[かに 4 です.そ の

の 一つの京相
`府

′少心十の
'籠

に 日k成1:「Ч
' | :

■■収ヤ1谷|■造′ヽ米l■震|‖針飾_と 内側にF略鋳さ

れた銘文が認められ 成ヽ (683)年 の鋳l ll“|が

知られる1lriのllllです。その後 11 1tlL町1まで梵

“

はほとんど作られず鋳171師の名も

`や

かに
'こ
られ

るばかりです.

121t紀になると梵

“

も多く造られl●め 針ll

“

Iの名も銘kiに
'こ

られるようになります.12

1llLから 13‖t紀にせらオ■た梵

“

は81 11'つて

おり そのうちの62・.が可杓鋳物師の製古1です.

河内
"i171師

は 中1廷蔵人所から 「炸籠作 「Jと

和する|1確か与えられていたことから全 」1勺に広

が,,ていったと考えらオ■ます。また ,」内鋳物m

のなかでも 11治氏は各1也に広が,多 くの角で出を

,,して0 まヽつ.

そのlLに ,IIか らll「|して関東に移り11み

そこでlF yにした鋳l ll“口こ物

“
`氏

 J翡 氏が卜
'ザ

ら

オlます.01'ム
'府

が,‖かれ 社長4(1252) 1 1

の長谷の人lI、建 |のため多くの河内鋳物

“

IわЧ知′t

に移りました.l船氏などは故1しに戻りましたが

ll部氏などは卿束に定,し ました。

このように中11に入つて、鋳ll“|は全 劇1勺にム

がり多くの

“

illを成しています.

源 景恒作 0越 市喜多院所蔵)

正安 2(1300)年 /高 さ 114 0cm
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●り=治鋳物
'Fと

物部鋳物師1●

建長 4(1252)|:の 長谷の大仏鋳造にともな

い河内鋳物師のり1治 物部 広■ 人中 1氏など

が腱l束に赴き鎌倉人仏製作を行いました。

丹治氏は、この時代最も多くの梵飾

“

i■を吸じ

ている鋳物師です。りJ治 (多治比 丹治比 ll)

氏は、奈良‖十代よりlll物に性lする家柄として知ら

れており l働 銘J“こ兄られるのは人治VЧ(1129)

年奈良「F中ノ,叩丁成身院飾に多治比ぼ:たの名が兄

らオ■ます。その後河ⅢⅢ+代まで連i・として鋳物師

として続いています。

最盛期は釧t倉‖寺イヽで 11名 の丹治氏の鋳物師

名が確認されています。 1で も丹治久友は 建長

0■いに造立された御(倉

"長

谷の人仏rll造の際に鎌

倉ヘ ドF]して棟梁をilめた人物です。久たの梵飾

“

17は 3日 jlt存しており 奈良市東大寺真言院鋼、

埼玉叶UI赳 に■オ院飾、茨城県 L浦市般′|十飾が

あります。

Fl治氏の木11は河内ですが 一部は周防・‖ilト

筑前でも・.F動しました。 侑Jヒ中l時代に入りll内鋳

物niが続々と各ょしに移IJするようになると、丹治

氏も河内から投71兵■に移り江,"1寺代まで,11しの

Ij lとして活昭しました。

丹治久友作 011越市養寿院所蔵)
文応元

“

260)年 /高 さ 97 0cm

同じくれ1内rll物師で鎌倉人仏の鋳造で鵬l束

にさいた鋳物mに 物部氏がいます。Ill部氏は、

丹治氏のように大仏製作が終わるとともに河

内に戻ることはなく、関束を本拠地として・.F

動しました。

物部鋳物師は 釧,倉～ rlJヒ孵口

'代

にかけて

武蔵と‖‖興の両 |の梵鮨をほとんどllιi的に

12J作しています。鎌倉|キ代の物部4「ell物師は

9名 を数え、中でも物部重光 Ill部IJ光が有

名です。重光は 釧t倉市建長■鐘や埼 1:県比

企ll`慈光■鐘などを製作しました。また ●

光は11も多くの作IIを残し、中でも最大で1支

優秀なものが鎌綱 引J党十の洪鐘です。11大

F1260cinを〕uリ コ!倉‖寺代では 2r・卜の人

きさの鐘です。

このように銀倉
'十

代から1晰北中1‖寺代にかけ

て活躍 した物部鋳物師ですが、イll時代以1竿

その名が,こられなくなります。しかし、物部

flf物師の作風はfltらの後継者として清原氏が、

またその市原氏の後lt鋳物価の本贅であった

オⅢ 飯山 (現厚木1つ のjlf物師たちに受け継

がれていきます。

Ｌ
じ
―
‥
‥
‥
―
ト
ー
ー

物部秀重作 (日高市聖天院所蔵)
文応2(1261)年 /高 さ81 2cm
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総 鋳物師と人ヤ臣鋳な

丹治 ・物部氏とともに鎌倉時代に関東に赴いた

鋳物師に広階氏と大中臣氏がいます。

広階氏は、奈良県吉野山上千本の鐘楼に懸か

る保延 7(1141)年 の鐘にその名が見られます。

その後建久7(H96)年 、相模大住郡極楽寺鐘

に広階忠次の名が見られますが、この頃はまだ河

内鋳物師として活躍しています。

広階氏も物部氏と同様に鎌倉市長谷の大仏製作

が終わると、一部は河内に戻ったものの上総形部

郡針谷郷 (現千葉県長生部長柄町)に 移り住んで

います。この上総広階氏の作品は、千葉県長生郡

長柄町眼蔵寺鐘の広階重永の作品のみが残つてい

るだけです。広階氏は南Jヒ朝時代には不明となり

ますが、その後裔やその流れを酌んだものが御井

庄箭田 (現市原市矢田)、望陀郡矢名 (現木更津

市矢那)等 の鋳工として歿つています。

大中臣氏も同じく鎌倉市長谷の大仏の製作後、

上総に移り住んだ鋳物師です。その作品は、千葉

県松戸市本土寺にある鑢 (元下総大幅寺)の みが

残っているだけです。

この梵鐘は、広陪重永作の眼蔵寺鐘と似ている

点、また銘文中に 「上総国形部郡」と肩書きして

いることなどから、広階氏と大中臣氏の親近な関

係が指摘されています。

●4■
←―― ――   ―  -15-― ――――――

―

本土寺饉実瀾国

(実瀾図は奈良日立文イし財研究所

“

『梵饉実劇国集成』(上)
(いビジネス教育出版社 平い 年 3月 )よ り転載)

眼蔵寺|1実劇国
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■圏卜おけるヤせ錆物師の狂
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5折 せ の番 物 師

近世になると、鋳物業も統一された形になり、

真継家がその統率をはかるようになります。

江戸開府後関東では、神田、横山 谷保、川

越、川口、天明などで多くの鋳物師が活蹴してい

ます。香lFk秀真氏によると江戸で 320人 、京都

で約 130余人の鋳物師がいたと言われています。

鋳物師たちは、江戸幕府間4f後に各lLから江戸に

集まってきたことがわかります。

江戸時代に作られた節は 2万 7千 口と推定さ

◇ 河鋳物ゆ

今回新たに撫石庵コレクションを紹介した中

で、「粉川市止J名 の鍋亥1された半鐘があります。

粉川鋳IJ師は、和歌山県粉河町に所在する粉河

寺の「1前で、江戸時代初期に鋳物生産を始めた鋳

物師です。粉河鋳物師の特徴として、和歌||1県粉

河町を中心に活躍していた集団と、江戸に移■し

江戸を中心に活躍していた集団、江戸と粉河町を

れています。これは大平洋戦争の際、金属回収令

でOt出された鐘が4万 5千日(慶長末年以降の地)

と推定され このうち明治以降の鐘を除いたもの

から、2万 7千口と考えられています。慶長末年

以肯|の梵鉦は530余 口ですから、いかに江戸時

代になって激増したことかわかります。江戸時代

は、経済発展の背景とともに梵鐘11産も多l14i産

が行われ 規格化された梵鈍が作られるようにな

ります。

延誠有信女/桐 葉齋遊仙法道居士/轄 卑

壽清信女/束 林齋鐵山道空居士/真 雲齋

法山道栄居=LJ

第 3X「 施主江戸呉服
"]/谷

日要助/粉 川市

正作」

往来していた集団の 3つ の集団

が存在 していたことがあげられ

ています (『粉河鋳物師J(粉 河

‖「教育委員会 平成 15(2003)

年))。

撫石庵コレクションの半鐘に

認められる粉川市正は、江戸に

拠点をおき活躍 していた鋳物師

です。半鑓の銘文は以下のよう

に触刻されています。

第 1区 「武州那珂郡古郡村/

日光山安光寺常イト物/

翠岩置J

第 2区 晴 榮堂道然居十/秀

美里町,光 寺鐘
美里町,光 寺鐘
実測図

―
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銘文にみられる 「武州洲
`珂

郡古′

“

村Jは 、現イ[

の埼玉県児玉郡美里口,li郡の地で、日光山安光寺

は現在も存続しており、ここには美里‖r文化財指

定にされている寛延元 (1748)年 銘の梵衛が一

口懸けられています。この梵錨には、安光寺の山

来とともに梵鐘を造るにあたって喜捨 した人連の

名が刻まれ、最後に 「千時寛延元辰冬至日/営 寺

中興第一代臨済正宗二十五世翠岩手書/鋳 1: 江

府神田住粉川市止 藤原宗次Jと 鍋亥1されていま

す。

このことから、撫石庵コレクションの半鐘にあ

る 「翠岩Jは 安光寺中興第一代住持で、「粉川市正」

とは江戸神田に住した鋳物師Iであることがわかり

ます。このことから、年代も恐らく寛延元(1748)

年頃の同時期に作成されたものと考えられます。

香取秀員著 『江戸鋳lf名譜』(195211)に よ

ると、「粉川市 ビ藤原宗次Jの 名は、相模海老名

海lllキ鐘 (元文二 (1737)年 )横 浜小松本法寺

飾 (′i文 ■ (1737)|つ  市ケ谷長延寺鐘 (元

文 lL(1740)年 )・オ:手県平館大衆院鐘 α 保元

(1741)年 )似 城高リト高源キ鈍 延 享四 (1747)

年)・武蔵美里安光寺 α 延元 (1748)1う に認

められます。美■‖∫の地を除いて、いずれも戦時

中につtHlされ現在見ることはできません。

江戸り切の梵錨はその多くが戦時Jlの金属回収令

に伴い消失してしまっているので、残念ながらそ

の詳紹1は不明です。

この他に粉河鋳物

“

Iとして福鳥県で活躍した鋳

物師もいます。これは 「粉川松之助Jと いい、江

戸に拠点をおいて出吹で福島において鋳物業をし

ていた鋳物臼Iです。現イに、この 「粉川松之助J名

の半封がll島県内に 31●l知られています。

粉河松た助鋳物岬の作品

泉福寺半鐘 (福島県川侵町)

玉泉寺半鐘 (福島県川俣町)

-15-
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憫 ・れよ鋳物師)

関 ・加耐 鋳物miは 河Jmキ 代に・T躍 した錦物師

です。関鋳物師は主に谷保村 (■1・l・ttHll立 「)

を本員に活路 していた911物1市です。谷保では 矢

澤 森久保 lゝの :家が中,いとなってif物業を行つ

ており、,E戸時代初

"|は

矢,Ψ家が 導ヽ的 立場を

とっており その後 :家が共11でとり行い、18

11紀になるとl」家のみになっていくことが知られ

ています。この三家は梵鐘鋳造などのときにl ll力

して作業を行い、安定した梵飾91f造を行い、各地

にOt給していきました C江 アi近郊の鋳物

“

「―谷

保村関鋳師 |の業411-|(く にたちXll L文化針|

平成 12(2000):l=))。

加1服鋳物師は 現在の八i巨子市横川‖1を本質

とした鋳物

“

Iで ■‖rFキ代後半から江戸1+代末頃

まで・T昭 しました。江戸

"]の

|しの911ttlTFと同じよ

うにH川 り1から仏具にいたるまでlJJ作しています

が、なかでも梵師は確認されているだけで 80例

が残っています。

この他にも 西村 珈:  中 ・小晰 人川 ll

名 宇|" 長谷川など多くの鋳F41Tの名が残さ

れた製冒,の銘支Jlから確認されており、,1戸の鋳

物価の広がりがわかります。

藤原氏関忠蔵種利作

(小平市円成院PFr蔵)

天保 6■ 835)年 /高 さ 123 5cm

10藤甚右白銀/加 藤与兵衛周唐件
(八二子市慈眼寺所蔵)

安永 3(17,4)年 /高 さ 131 0cm

1関  加屋 木村鋳拘師の賛録写

"は

和泉屋明江氏

(立正大学文字部史学科卒)よ り提供して頂いた

木村利左街円尉為次他作
(日黒区東光寺所蔵)

享保 200735)年 /高 き 161 Scm
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■国『おける4せ鋳物師の

|

|● 園氏

|● 加菫氏

10木 ll氏

|◆‖1饉氏

0西 村氏

● 長各
"1氏

■

"川

氏

■ 小|1氏

■ 天明

“

枷

“
◆ その他

● 田中氏

● t名 氏
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B時 :平 成 20年 6月 158 (日 )
05間  , 1300-150も 30分
颯 所 1立 正 大 学 熙 谷 l●3 28館

講 演 1「撫 石庵 コ レク シ ョンにつ いてJ
講 師  員 鍋 孝 市 氏 (元 日本古鎗研究 会会長 )

講演2「武蔵の梵鐘鋳物師J
誇 師  赤 熙 浩 ― 氏 (財 団法人埼 玉県 埋置文lL財関亜事業 団)

伝IB原市出土鐘 嘆物と復元実渕図)
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